
道内各地で進展する地方創生プロジェクトの最前線をクローズアップ！
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Hokkaido.Expanding Horizons.
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地域を創る人
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第

6

回キーパーソンに聞く

－第７回北海道創生協議会 講演より－

02 合同会社カミクマワークス代表 中神 美佳 氏

05 NPO法人北海道エンブリッジ代表 浜中 裕之 氏

07

地域が動く・プロジェクト最前線

11 ② 富良野市 オール富良野でまちに活気を

07 ① 西興部村 しごとの創出と美しく住みよい活力ある村づくり

17 オホーツク編 道山 マ ミ 氏 一次産業の人・物・情報をつなげる

18 胆 振 編 山口 善紀 氏 日本一のハスカップのまち「厚真町」

地域でご活躍されているみなさんを全道１４振興局毎に紹介するコーナー

る

北海道創生ジャーナル

6 Vol.

15 ③ 渡島総合振興局 インバウンド対応の専門家を派遣



タ

ー

ゲ

ッ

ト

は

第６回

◆キーパーソンに聞く

に

ソ

ン

キ

ー

ー

く

聞

01

北

海

道

の

創

生

・

人

口

減

少

克

服

に

向

け

た

「

北

海

道

人

口

ビ

ジ

ョ

ン

」

や

「

北

海

道

創

生

総

合

戦

略

」

の

策

定

及

び

策

定

後

の

施

策

の

推

進

・

検

証

の

た

め

平

成

年

５

月

に

設

置

さ

れ

た

協

議

会

。

「

産

官

学

金

労

言

」

と

幅

広

い

分

野

の

関

係

団

体

な

ど

で

構

成

さ

れ

て

い

る

。

パ

北

海

道

創

生

協

議

会

と

は

？

北

海

道

か

ら

道

外

へ

の

人

口

流

出

は

平

成

26

年

か

ら

減

少

傾

向

に

あ

る

も

の

の

、

転

出

し

て

い

く

人

口

の

大

半

を

15

歳

か

ら

26

歳

の

若

者

が

占

め

て

い

ま

す

。

こ

の

課

題

解

決

の

糸

口

を

検

討

す

る

た

め

、

「

若

者

の

呼

び

込

み

と

定

着

に

向

け

て

」

を

テ

ー

マ

と

し

た

第

7

回

北

海

道

創

生

協

議

会

が

平

成

26

年

11

月

16

日

（

木

）

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

今

号

の

“

キ

ー

パ

ー

ソ

ン

に

聞

く

”

で

は

、

こ

の

協

議

会

に

ゲ

ス

ト

ス

ピ

ー

カ

ー

と

し

て

登

壇

さ

れ

た

御

二

人

の

講

演

内

容

を

中

心

に

、

御

二

人

の

取

組

や

北

海

道

に

対

す

る

提

案

を

ご

紹

介

し

ま

す

。

～

第

７

回

北

海

道

創

生

協

議

会

よ

り

若
者

北

海

道

内

の

若

者

の

道

外

流

出

傾

向

に

歯

止

め

を

か

け

、

「

地

元

に

残

っ

て

欲

し

い

」

と

い

う

道

民

の

思

い

と

「

北

海

道

で

働

き

た

い

」

と

い

う

若

者

の

思

い

を

つ

な

ぎ

、

そ

れ

ぞ

れ

の

持

て

る

力

を

合

わ

せ

て

い

く

た

め

、

「

北

海

道

で

働

こ

う

応

援

会

議

」

が

設

置

さ

れ

ま

し

た

。

■

構

成

組

織

（

平

成

30

年

１

月

15

日

現

在

）

北

海

道

商

工

会

議

所

連

合

会

（

座

長

：

岩

田

圭

剛

会

頭

）

、

北

海

道

新

聞

社

（

副

座

長

：

広

瀬

兼

三

社

長

）

、

北

海

道

経

済

産

業

局

、

北

海

道

、

札

幌

市

、

北

海

道

経

済

連

合

会

、

北

海

道

経

済

同

友

会

、

札

幌

商

工

会

議

所

、

北

海

道

商

工

会

連

合

会

、

北

海

道

中

小

企

業

家

同

友

会

、

北

海

道

中

小

企

業

団

体

中

央

会

、

北

海

道

大

学

、

北

海

道

教

育

大

学

、

日

本

私

立

大

学

協

会

北

海

道

支

部

、

北

海

道

私

立

専

修

学

校

各

種

学

校

連

合

会

、

北

洋

銀

行

、

北

海

道

銀

行

、

北

海

道

信

用

金

庫

協

会

、

キ

ャ

リ

ア

バ

ン

ク

㈱

、

リ

ー

ジ

ョ

ン

ズ

㈱

、

㈱

ク

リ

エ

イ

テ

ィ

ブ

オ

フ

ィ

ス

キ

ュ

ー

、

北

海

道

文

化

放

送

、

テ

レ

ビ

北

海

道

、

エ

フ

エ

ム

北

海

道

■

主

な

取

組

事

業

・

就

職

支

援

サ

イ

ト

を

ワ

ン

ス

ト

ッ

プ

化

し

発

信

力

ア

ッ

プ

・

道

内

の

「

知

る

人

ぞ

知

る

」

「

元

気

な

学

生

を

採

用

し

た

い

」

企

業

の

情

報

を

発

信

・

合

同

企

業

説

明

会

の

開

催

・

道

内

企

業

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

の

作

成

・

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

な

ど

の

事

例

共

有

な

ど

■

開

催

日

時

平

成

年

月

日

（

木

）

■

主

な

出

席

者

<

委

員

>

北

海

道

経

済

連

合

会

会

長

髙

橋

賢

友

氏

、

日

本

政

策

投

資

銀

行

北

海

道

支

店

長

松

嶋

一

重

氏

、

北

海

道

木

材

産

業

協

同

組

合

連

合

会

代

表

理

事

会

長

松

原

正

和

氏

、

北

海

道

医

師

会

会

長

・

北

海

道

社

会

福

祉

協

議

会

会

長

長

瀬

清

氏

、

日

本

労

働

組

合

総

連

合

会

北

海

道

連

合

会

会

長

出

村

良

平

氏

、

札

幌

大

谷

大

学

社

会

学

部

地

域

社

会

学

科

教

授

梶

井

祥

子

氏

ほ

か

<

道

>

高

橋

知

事

、

山

崎

顧

問

、

窪

田

副

知

事

、

佐

藤

総

合

政

策

部

長

ほ

か

■

ゲ

ス

ト

ス

ピ

ー

カ

ー

○

合

同

会

社

カ

ミ

ク

マ

ワ

ー

ク

ス

代

表

中

神

美

佳

氏

○

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

北

海

道

エ

ン

ブ

リ

ッ

ジ

代

表

理

事

浜

中

裕

之

氏

第

７

回

北

海

道

創

生

協

議

会

開

催

概

要

当
事
者
目
線

キ

ー

ワ

ー

ド

は

「

北

海

道

で

働

こ

う

応

援

会

議

」

の

設

置

創る

▲第7回北海道創生協議会の様子

▲北海道新聞の「どうしん電子版」内に

オープンした専用サイト

▲

応援会議のロゴマーク

27

29

11

16



02

移

住

促

進

施

策

に

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

マ

イ

ン

ド

を

創る

合

同

会

社

カ

ミ

ク

マ

ワ

ー

ク

ス

中

神

美

佳

氏

激

戦

の

移

住

市

場

戦

略

の

た

め

の

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

若

者

を

地

方

に

呼

び

込

む

ふるさと納税観光コンテンツ開発（野外フェス）

現在までの活動

来場者

・平成28年600人⇒平成29年800人

◆キーパーソンに聞く

・年間寄附額500万円6約4700万円にアップ

・地域事業者の活性化（ECや新商品などの投資）

・点をつなげて線にして、面として強くなる

プロフィール

本

日

は

、

ど

う

や

っ

た

ら

若

者

を

北

海

道

に

移

住

さ

せ

ら

れ

る

か

に

つ

い

て

私

な

り

の

考

え

と

、

昨

年

、

十

勝

市

町

村

で

実

施

し

た

移

住

促

進

事

業

を

通

し

て

わ

か

っ

た

ノ

ウ

ハ

ウ

を

お

話

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

平

成

年

に

内

閣

官

房

ま

ち

・

ひ

と

・

し

ご

と

創

生

本

部

が

実

施

し

た

調

査

に

よ

る

と

東

京

在

住

者

の

約

４

割

、

代

以

下

で

は

男

女

共

に

．

７

％

の

方

々

が

地

方

に

興

味

を

持

っ

て

い

る

と

回

答

し

て

い

ま

す

。

つ

ま

り

全

国

の

自

治

体

が

皆

若

い

人

を

獲

り

に

来

る

と

い

う

激

戦

状

態

で

あ

る

と

い

え

ま

す

。

そ

の

な

か

で

ど

う

や

っ

て

『

選

ば

れ

る

北

海

道

』

で

あ

る

べ

き

か

、

明

確

な

戦

略

が

必

要

で

す

。

そ

こ

で

大

事

に

な

る

の

が

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

の

発

想

で

す

。

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

と

い

う

の

は

自

然

と

売

れ

る

仕

組

み

、

顧

客

に

選

ん

で

も

ら

え

る

仕

組

み

を

作

る

こ

と

で

す

。

北

海

道

へ

の

移

住

の

情

報

を

お

客

さ

ん

が

目

に

し

た

時

に

、

「

こ

れ

が

欲

し

か

っ

た

」

や

「

こ

ん

な

地

域

に

来

た

か

っ

た

」

と

思

っ

て

も

ら

う

た

め

に

は

、

ま

ず

顧

客

が

何

を

知

り

た

い

の

か

、

何

に

価

値

を

感

じ

て

い

る

の

か

を

知

る

こ

と

か

ら

始

め

な

け

れ

ば

い

け

ま

せ

ん

。

ピ

ー

タ

ー

・

ド

ラ

ッ

ガ

ー

も

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

の

フ

ァ

ー

ス

ト

ス

テ

ッ

プ

は

「

顧

客

」

を

知

る

こ

と

と

言

っ

て

い

ま

す

。

19

26

20

46

地域おこし協力隊として、大樹町でふるさと納税の企画・情報発信や新たな観光コンテン

ツ作りを担当。地域おこし協力隊の仕事をこなしながら、地域にマーケティングマインド

を広める思いで起業。自治体・企業のマーケティング支援、十勝19市町村の移住促進事業

や道のローカルワークコーディネーターなどを担っている。

合同会社カミクマワークス代表。十勝・

大樹町出身、日産自動車株式会社のマー

ケティング部門で6年間ミニバンやセダン

の商品企画やコミュニケーション戦略に

携わる。やりがいを感じる一方で、働く

意義を顧みる機会があり、「いつか地元

のために働きたい」という思いを実現す

るため大樹町で職探しを開始。平成27年、

地域おこし協力隊の制度（任期2年間）を

利用して、同僚の夫とともに念願の地元

大樹町へのＵターンを果たす。(夫は大樹

町の企業に就職しIターンとなる)



ら

を

繰

り

返

す

サ

イ

ク

ル

が

民

間

事

業

者

で

も

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

昨

年

、

十

勝

の

移

住

促

進

に

取

り

組

ん

だ

際

に

、

私

も

こ

の

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

手

法

を

採

用

し

ま

し

た

。

そ

の

結

果

、

若

い

人

た

ち

が

地

域

移

住

に

求

め

る

も

の

は

、

こ

れ

ま

で

の

暮

ら

し

で

必

要

だ

っ

た

「

衣

・

食

・

住

」

と

は

異

な

る

新

た

な

「

居

・

職

・

充

」

だ

と

タ

ー

ゲ

ッ

ト

（

顧

客

）

と

は

誰

な

ん

だ

と

い

う

こ

と

で

す

が

、

本

気

で

若

者

に

選

ば

れ

る

地

域

に

な

り

た

い

の

で

あ

れ

ば

、

自

分

た

ち

が

発

信

す

る

情

報

は

若

者

向

け

で

あ

る

と

覚

悟

を

決

め

る

こ

と

が

大

事

で

す

。

以

前

、

あ

る

自

治

体

の

移

住

サ

イ

ト

担

当

者

さ

ん

に

「

タ

ー

ゲ

ッ

ト

は

誰

で

す

か

？

」

と

聞

い

た

と

こ

ろ

、

タ

ー

ゲ

ッ

ト

は

特

に

な

く

皆

に

来

て

欲

し

い

と

い

う

話

で

し

た

。

こ

の

よ

う

な

「

タ

ー

ゲ

ッ

ト

が

決

ま

っ

て

い

な

い

＝

皆

に

愛

さ

れ

た

い

」

と

い

う

商

品

サ

ー

ビ

ス

は

戦

略

が

ぼ

や

け

、

結

局

誰

に

も

愛

さ

れ

な

い

と

い

う

の

が

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

の

セ

オ

リ

ー

で

す

。

ま

ず

は

タ

ー

ゲ

ッ

ト

が

若

者

だ

と

明

確

に

定

め

る

こ

と

が

大

事

で

す

。

03

◆キーパーソンに聞く

い

う

こ

と

が

分

か

っ

て

き

ま

し

た

。

さ

ら

に

非

常

に

面

白

い

の

が

「

火

種

」

と

い

う

要

素

で

す

。

こ

れ

は

面

白

い

人

が

集

ま

っ

て

い

る

多

様

性

や

、

そ

れ

ら

が

集

ま

っ

て

、

つ

な

が

る

こ

と

で

新

し

い

こ

と

が

ど

ん

ど

ん

始

ま

っ

て

い

る

現

象

を

表

し

、

こ

の

火

種

感

が

感

じ

ら

れ

る

か

ど

う

か

と

い

う

の

が

、

地

域

選

び

の

軸

だ

と

言

え

ま

す

。

実

際

、

移

住

を

早

く

決

断

す

る

方

の

特

徴

と

し

て

、

移

住

前

に

面

白

い

人

と

ど

ん

ど

ん

出

会

っ

て

い

た

こ

と

が

挙

げ

ら

れ

ま

す

。

都会にいながら

地域の農家や

企業を手伝う

ことができる

これまでの暮らしで必要だったもの・・・

若者が「地域移住」に求めるもの

衣 ・ 食 ・ 住

カスタマー（若者）が求めるもの（地域選びの軸）は・・・

居 ・ 職 ・ 充 ・ 火種

（ここちよい住処）

（地域や社会に貢献

できるやりがいのある

しごと）

（暮らしを愉しむため

の余暇・コミュニティ）

（面白い人が集まる＝

多様性、新しい事が

次々始まっている感）

＜特徴＞

・社員全員がテレワークという先進的な勤務

体系

・「農業×IT」「グローバルビジネス」などいま

注目のビジネス

・濱田社ขを招いた「十勝のイケてる企業の

社ขと飲もう！」イベント開催の様子。エンジ

ニア、大手IT企業営業など19名が参加。

＜特徴＞

・若者が興味を持つキーワード第1位「ま

ちづくり・地域活性」を含んでいる

・人口3200人の村から仕掛ける面白さ

・移住をした地域おこし協༂隊の若者の

活躍が見られる（面白い人の存在）

実際、移住サイトの人気記事には火種を感じさせるものが多い

十勝移住サイト“トカチアーズ”の人気ページ

農業ITベンチャー求人ページ

更別町まちおこしプロジェクト

創業メンバー募集ページ

▲地域の農家は商品パッケー

ジのデザインやウェブサイトの

作成を依頼する。都会に住ん

でいて地方に興味がある20～

30代の人はこれらの依頼を解

決し、代償としてお肉を受け取

れる。

移

住

検

討

段

階

の

若

者

に

と

っ

て

、

す

ぐ

に

ツ

ア

ー

に

参

加

し

た

り

、

「

お

試

し

暮

ら

し

」

を

す

る

の

は

ハ

ー

ド

ル

が

高

く

、

よ

り

手

軽

に

移

住

前

に

地

方

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

に

関

わ

り

た

い

と

い

う

ニ

ー

ズ

が

あ

り

ま

し

た

。

創る

Q.地方への移住を検討するにあたり、あったらよいと思う

サービスをお答えください

（n=98 地方移住に関心がある都市圏在住の若者）

平成28年度 合同会社カミクマワークス

地方での仕事、住まい方に関する意識調査

作業による支援

（例：商品パッケージデザイン）

移住に興味が

ある人材

十勝地方の

企業・農家

特産品によるお礼

す み か

そ

こ

で

私

た

ち

は

、

地

域

の

お

手

伝

い

を

す

る

と

特

産

品

が

も

ら

え

る

「

ニ

ク

ラ

ウ

ド

ソ

ー

シ

ン

グ

」

と

い

う

企

画

を

立

ち

上

げ

ま

し

た

。

や

っ

て

み

る

と

若

い

人

が

た

く

さ

ん

集

ま

り

、

実

際

に

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

に

携

わ

っ

た

デ

ザ

イ

ナ

ー

さ

ん

が

平

成

年

、

十

勝

で

二

地

域

居

住

を

ス

タ

ー

ト

さ

せ

る

ま

で

つ

な

が

り

ま

し

た

。

29

タ

ー

ゲ

ッ

ト

を

決

め

た

後

に

大

事

な

こ

と

が

、

ニ

ー

ズ

を

深

く

知

る

こ

と

、

あ

と

は

、

そ

の

ニ

ー

ズ

を

ベ

ー

ス

に

発

想

し

て

ニ

ー

ズ

を

満

た

す

企

画

を

考

え

る

こ

と

で

す

。

ニ

ー

ズ

を

深

く

知

る

方

法

と

し

て

、

ま

ず

ニ

ー

ズ

の

仮

説

を

作

る

た

め

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

調

査

を

実

施

し

、

そ

の

後

、

仮

説

を

量

的

に

検

証

し

て

、

ニ

ー

ズ

の

優

先

順

位

を

つ

け

る

と

い

う

定

量

調

査

、

さ

ら

に

、

そ

の

ニ

ー

ズ

が

出

て

き

た

背

景

に

ど

う

い

っ

た

文

脈

が

あ

る

の

か

、

よ

り

潜

在

的

な

ニ

ー

ズ

を

深

掘

り

し

て

い

く

定

性

調

査

が

あ

り

、

こ

れ



・

「

若

者

」

に

タ

ー

ゲ

ッ

ト

を

絞

る

（

覚

悟

を

決

め

る

）

・

タ

ー

ゲ

ッ

ト

の

ニ

ー

ズ

を

調

べ

る

（

各

種

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

リ

サ

ー

チ

の

実

施

）

・

仮

説

を

持

つ

、

仮

説

を

磨

く

（

例

：

移

住

前

に

も

地

方

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

に

関

わ

り

た

い

）

・

移

住

の

検

討

に

段

階

が

あ

る

こ

と

を

理

解

す

る

・

タ

ー

ゲ

ッ

ト

ニ

ー

ズ

を

ベ

ー

ス

に

発

想

す

る

（

例

：

ニ

ク

ラ

ウ

ド

、

居

・

職

・

充

＋

火

種

の

発

信

、

タ

ッ

チ

ポ

イ

ン

ト

も

含

め

た

導

線

の

設

計

）

・

タ

ー

ゲ

ッ

ト

の

持

つ

「

文

脈

」

で

語

る

（

独

り

よ

が

り

に

な

ら

な

い

）

・

移

住

の

検

討

段

階

に

合

わ

せ

た

施

策

（

タ

ッ

チ

ポ

イ

ン

ト

、

提

供

価

値

）

・

地

域

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

キ

ン

グ

（

友

達

・

知

り

合

い

を

ど

ん

ど

ん

作

る

）

04

移住決断までのプロセスと気持ちの状態

―気持ちの状態―

十勝に気づく

十勝って面白そう

十勝にすんで

みたいかも！

十勝で暮らせる

のだろうか？

よし、移住しよう！

こ

の

よ

う

に

、

移

住

を

決

断

す

る

ま

で

に

は

段

階

が

あ

る

こ

と

が

見

え

て

き

ま

し

た

。

す

な

わ

ち

、

認

知

と

関

心

が

最

初

に

あ

り

、

そ

の

後

、

徐

々

に

住

ん

で

み

た

い

と

い

う

気

持

ち

（

移

住

意

向

）

に

な

り

、

仕

事

や

家

、

子

育

て

環

境

の

検

討

に

入

り

、

移

住

と

な

り

ま

す

。

現

在

の

移

住

施

策

は

、

移

住

検

討

に

入

っ

て

か

ら

移

住

ま

で

の

段

階

に

重

点

を

お

き

す

ぎ

て

い

ま

す

。

裾

野

を

広

げ

る

に

は

、

そ

も

そ

も

の

認

知

、

関

心

、

そ

し

て

移

住

検

討

ま

で

の

間

の

“

移

住

意

向

”

段

階

に

も

ア

プ

ロ

ー

チ

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

ま

ず

若

い

人

達

が

見

て

い

る

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

・

Ｓ

Ｎ

Ｓ

で

広

告

を

出

し

、

そ

れ

で

振

り

向

い

て

も

ら

っ

た

後

に

、

面

白

い

人

や

面

白

い

仕

事

、

つ

ま

り

火

種

が

あ

る

こ

と

を

浸

透

さ

せ

ま

す

。

そ

の

後

、

火

種

感

、

居

・

職

・

充

を

前

面

に

出

し

た

情

報

発

信

や

地

域

で

活

躍

す

る

人

と

つ

な

げ

る

こ

と

で

「

面

白

い

地

域

感

」

を

若

者

を

地

方

に

移

住

さ

せ

る

施

策

に

必

要

な

こ

と

３

．

タ

ー

ゲ

ッ

ト

の

ニ

ー

ズ

を

満

た

す

施

策

を

考

え

る

タッチポイント

（情報源）を

ぐるぐる繰り返し

関心

→

移住意向に移る

１

．

タ

ー

ゲ

ッ

ト

を

決

め

る

２

．

タ

ー

ゲ

ッ

ト

の

ニ

ー

ズ

を

深

く

理

解

す

る

創る

◆キーパーソンに聞く

訴

求

す

る

の

が

効

果

的

で

し

ょ

う

。

適

度

な

頻

度

で

「

情

報

発

信

・

イ

ベ

ン

ト

・

訪

問

機

会

の

提

供

・

コ

ン

シ

ェ

ル

ジ

ュ

相

談

」

を

繰

り

返

す

こ

と

で

「

関

心

～

移

住

意

向

」

が

進

む

の

で

、

発

信

側

に

は

こ

れ

ら

を

一

貫

し

た

コ

ン

セ

プ

ト

で

行

な

う

全

体

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

の

役

割

と

地

域

の

火

種

を

紹

介

で

き

る

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

が

必

要

と

な

り

ま

す

。

移

住

は

自

分

の

理

想

の

暮

ら

し

を

手

に

入

れ

る

た

め

の

手

段

で

し

か

な

い

の

で

、

こ

の

地

域

で

自

分

は

や

り

が

い

を

持

っ

て

生

き

ら

れ

る

と

い

う

全

体

感

を

持

っ

て

伝

え

て

い

く

こ

と

が

重

要

で

す

。

ツアー参加

プロジェクト参画


